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会 議 名 議会改革特別委員会 

開閉日時 平成 28 年２月 24 日（水） 午前 10 時 00 分～午前 11 時 15 分          

会  場 委員会室        

 

１．出席者 

     ２番 神 谷 利 盛、 ４番 浅 岡 保 夫、 ５番 長谷川 広昌、  

６番 黒 川 美 克、１１番 神 谷 直 子、１３番 北 川 広 人、  

１２番 内藤 とし子、１６番 小野田 由紀子 

    オブザーバー 議 長、副議長 

 

２．欠席者 

   なし 

 

３．傍聴者 

   杉浦康憲、柳沢英希、柴田耕一、杉浦敏和、鈴木勝彦、小嶋克文 

 

４．説明のため出席した者 

   なし  

 

５．職務のため出席した者 

   議会事務局長、書記２名 

 

６．付議事項 

 （１） 広聴会の開催について 

 （２） 今期の検討テーマについて 

 （３） その他 

 

７．会議経過 
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委員長挨拶 

 

委員長 次に、本委員会記録の署名委員の指名についてであります。本件につ

いては、委員長から御指名申し上げて御異議ございませんか。 

 

 「異議なし。」と発声するものあり。 

 

委員長 御異議なしと認め、副委員長の黒川美克委員を指名いたします。 

 

 

≪議 題≫ 

（１）広聴会の開催について 

委員長 広聴会、市民広聴会に関しましては先の各派会議で３月定例会終了後

の日程でということが決まりました。が、議会報告会とともに開催するかどう

かということは決定されておりません。例えばテーマが公共施設のあり方とい

うようなことで行うんであれば、３月定例会後すぐにでも開催できる可能性も

あります。そこで、きょうこの場では広聴会を議会報告会とともの日程でやる

のか、それともそれを前倒して定例会後すぐ行うというような形にするのか、

ということを決めていただきたいと思います。それで、それによって日程の押

さえもしていかなければならないもんですから、例年ですと議会報告会は５月

です。連休明けの、それから臨時議会の前という形になると思いますけれども、

ですから５月 10 日後ぐらいですね。今年は８日ぐらいまでが確か休みになるは

ずですので、それぐらいが通常の日程で行われる議会報告会になります。その

ときに市民広聴会をともにやるような形よりか、それよりもっと早くやるべき

か、ということで、それだけを決定していただければということを思っており

ます。御意見のある方はいらっしゃいますか。 

 

 意 見 な し 
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委員長 すいません議長、どうですか。広聴会の件と報告会の件は。 

意（議長） 今のところ原則は議会報告会とセットでということでやらせても

らっているんで、特に何か意味があって３月の定例会が終わってすぐ４月の頭

ぐらいに実施するというんであれば、テーマによってはという選択があると思

うんですけれども、従来でいうと議会報告会とセットでということでやらせて

いただいているんで、それで今議論になっていただいていると考えていますん

で。 

委員長 私から一つ思うことだけお伝えしますけれども、３月定例会後すぐと

いうことは何かというと、市民広聴会で想定される部分というと、３月定例会

においてのことを問われる可能性というのは十分にあるのかなと。例えば公共

施設ということになれば、私どもは全員参加の公共施設あり方検討特別委員会

を持っていますので、その委員会報告みたいな形になりかねないのかなという

気もしないでもないです。そういうところも含めて今、議長さんからは報告会

と、ともということでお話がありましたけれども、それに対して異議がある方、

あるいはやっぱり別の意見がある方、いらっしゃいますでしょうか。 

 

 意 見 な し 

 

委員長 それでは市民広聴会は議会報告会、３月定例会の議会報告会とともの

日程ということで、これは運営までも編集委員会さんでお願いすることになり

ますので、今言ったようにゴールデンウィーク明けてから。それから明けてか

らというか多分、明ける最終ぐらいの土日を使わないと、もしかすると臨時会

に間に合わない日程になってしまうかもしれませんので、早急に日程を決めて

いただきたいということを思いますので、よろしくお願いします。よろしいで

しょうか。 

意（副議長） もうちょっと、何日から何日ですか。 

委員長 何日から、ちょっと待ってください。５月はゴールデンウィークとい

われるのは多分５月８日までなんですね。臨時会の予定が５月 18 日になります

ので土、日でいうと、土曜日でいうと７日とか 14 日。その辺になってくるのか
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なという気がします。ただ７日はゴールデンウィークの最中というようなイメ

ージもありますので、できれば 14 日ぐらいにしていただければ一番いいのかな

と思いますけれども、会場の関係もありますのでそこら辺で一度、日程調整を

お願いしたいというように思います。それではテーマに関しましてはもう少し

後でもよろしいですか。市民広聴会で行うテーマ、よろしいですか。 

 

 意 見 な し 

 

委員長 はい、じゃあもう少し後の議会改革特別委員会で決定をしていきたい

と思います。よろしくお願いします。 

 

 

（２）今期の検討テーマについて 

委員長 まず初めに、議会・行政資料のＩＴ電子データ化について、神谷利盛

委員より報告したい旨の申し出がありましたので、神谷利盛委員より説明をお

願いしたいと思います。 

説（２） では議会のＩＴ化ということに対して、少し説明をさせていただき

ます。手元の資料を今からプロジェクターに投じますので、それをちょっと見

比べていただきたいと思います。数カ月前にこういうことを提案して、それか

ら３月末までに何らかの方針を立てられるといいですねなんてことを言いまし

たので、それできょうはちょっと１カ月前に２月ということでさせていただき

ます。まずちょっとおさらいですけれども、前をちょっと見ていただきたいで

すけれども、先だって私がこんなような資料を書いて、ここに議会事務局やな

んかのサーバーをつくって、そこにぶら下がる形でここにいろいろ資料を入れ

る、それから私たち議員さんたちがそれぞれパソコンなりタブレットを持って

この資料を呼んでくるというようなことを概念的につくりましたけれども、実

際にこういうことをやられている自治体がたくさん実はありますので、それで

自治体のプレゼン資料をちょっとお見せしますので、それを見ていただくのが

一番早そうなんで、それをちょっと持ってきましたので、見ていただきたいと
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思います。これはちょっと資料がありませんので、ちょっと前を向いてくださ

い。これは東京インターブレインという会社がサイドブッククラウド、本棚と、

そういう仕組みをつくっています。これは少しわかりやすいんで、私の言葉で

簡単に説明をさせていただきます。それでそこの資料の受け売りになりますけ

れども、この仕組みを入れているところが全部で 21 の自治体があって、近くだ

とこの 20 番目に愛知県安城市がこの仕組みを入れています。それで安城市がい

ろいろやられていることが、噂なり何か情報でお耳に入っていると思いますけ

れども、この東京インターブレインのサイドブックという仕組みが入っていま

す。それでじゃあこのサイドブックの仕組みはどんなんなのということを、ち

ょっとさわりだけ。これは 2016 年に 100 自治体ぐらい、そういう今動きになっ

ています。それで誰でも簡単に操作が覚えられて、会議での動作の安定感がよ

くなると、これはメーカーのあれなんで特にこうなるんですけれども、基本動

作としてはページがめくれるとか、拡大縮小それから移動ができるとか、見開

き表示とかいうことがございますけれども、これだとちょっとわかりにくいん

で、後でこれは具体的に説明します。それで一番初めの僕が概念的にこんなん

ですよと書いたのが、もうちょっと上手に書くとクラウドと呼ばれる本棚の中

に各議員の資料を入れておいて、それを取りに行く。僕が右側を向いています

けれども、本来左側を向いて本棚に取りに行くというのがこれです。それで一

番初めに入れたのが、神奈川県逗子市というところです。それでこの逗子市の

ことを簡単に紹介されていますけれども、実はさっき出た高浜と規模感が同じ

ようなまちです。人口５万７千、議員さんが 18 人、こういう対象なんですけれ

ども、それでＷｉ－Ｆｉ環境なし。高浜もそうなんですけれども、それで全国

の初のオールタブレット議会ということをやられているんです。これを今から、

こんなことをやられているということを２分半ぐらいの資料なんですけれども

お見せします。今、私がやっているのは、この議会にはＷｉ－Ｆｉの環境がな

いんで、皆さんがお手持ちのスマートホンというやつで、テザリングという機

能があります。ここに呼み込んだやつをパソコンに呼み込んでやっています。

それで今から紹介するのは逗子市の様子です。２分半ぐらいなんで、ちょっと

そのまま見てください。 
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 インタビュー付きの全議員への導入の動画を投影。 

（ｉ－ｐａｄの導入・議員主導・平成 25 年６月から・予算総額据え置き型。） 

 

説（２） 今の簡単に出ましたけれども、タブレット上でページめくりをする

という、あれは議長さんの、説明される方がめくると全員がめくれるとか、そ

ういう機能なんかも自由に持たせてあるということです。それで次に見ていた

だくのは大津でもやっていますんで、このもちろんプレゼン資料もありあます。

これは皆さんのお手元の資料と画面と見比べて、コスト削減のためにカラーコ

ピーではなくて白黒にしていますんで、前のほうがいいと思います。それでこ

の大津市議会のＩＣＴ化事業の紹介ということで、これをつくったのが日立シ

ステムズという会社がつくっています。先ほどのと、つくっている会社が違い

ます。非常にわかりやすいプレゼンになっていますので、これも合わせて見て

いただきます。そこら辺これでありますけれども、平成 26 年にタブレット端末

を導入したと、昨年です。どこもみんなすごく新しい導入時期だということで、

決してまだ何もやっていない高浜が遅れているというわけではない。ＩＣＴ化

構想の目的ということで、これも恐らくどこの自治体も同じになると思うんで

すけれども、議会運営の安定化、効率化というのをやって、市民に開かれた議

会を実現するという大きな構想があって、その目的としては議会運営の効率化

とか情報の伝達化とか、それから関係に入るというようなことが出てくる、こ

れは恐らくどこの自治体も変わらないと思います。この辺がその、この資料は

また後で使いますので、見ておってほしいんですけれども全体像としては、本

当は僕はこの絵を書きたかったんですけれども、僕の能力では経験もなくてで

きなかったんで、これに書いてあるんでこれで見てもらいますけれども、これ

にはペーパーレス、それからここで画面を同期しながらみんなで使えるように

するというクラウド保存という。クラウドというのは仮想空間、あるところに

架空の、その先ほど言った丁度本棚のような形でみんなで取りにいってきまし

ょうと、そんなようなものですけれども。大津はそれを実際に議会にしている。

大津はこんなことが効果があったということでとりあえず、例えば地震などの
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災害が発生した場合にも議員の情報収集になる。パソコンとそれからクラウド

として使えば、ネットのシステムを使えば自由に見ることができる。あるいは

タブレットで撮影した画像や写真を投影しながら、議会として災害情報の共有

化を図ることができる。どうも大津というのは、どうも災害対策ということを

前面に出ているのかなということを思います。それからペーパーレス化で何か

200 万以上の経費が節減できたと。これは計算の仕方が実はいろいろあります

ので一概に 200 万円なのか、本当はその倍なのかというのはわかりにくいとこ

ろがありますけれども、単純に紙を廃することによってそれぐらい節約できま

したということです。次にペーパーレス会議の紹介ということが、お手持ちの

資料、これはさっきのプレゼン資料と同じあそこでチラチラ出ていましたけれ

ども、結局その会議をやるときに皆で一緒に資料が見られますよと、紙でめく

るのも同じなんですけれども、要はその紙の代わりにそういったタブレットを

配っているんですよということでございます。ではそれとあと、次に出るのは

メモ書きなんかどうするんだという話が必ず出てきますけれども、これも後で

ちょっと説明しますけれども、メモ書きなんかも自由自在にできて、それで保

存できれいになっています。紙で書くとこうなっちゃうんで、実演したほうが

いいのかなと。それと当局側から資料が提出される。見るときにはちゃんと同

期して、みんなで一緒に見られる。あとスイッチを入れれば、今度は自分で前

のものに戻って見ることもできるなんていうことも、コンピューターが使えれ

ばできるようになります。それで一つ考えられるのは、おいメモ書きどうする

んだと、私はメモをしていろいろ記録したいんだと、そんなこともできるよう

になりますので、これは後でちょっと説明します。今、そんなようなことが書

いてありますけれども、同期ということは一つの動作をみんなで一緒に見ると

いうかそんなことになりますけれども、あとパソコンの世界で拡大縮小、それ

からネットで今までの過去の資料、例えば１年前の資料を持ち出してくるとい

うようなことも自由にできるということであります。それで今から御案内しま

すのは大津の議会で、こういったその資料がどうやって使われているかという

ことをちょっと入手できましたので、御案内させてもらいます。これはさっき

に比べてプレゼン用につくってはないんで、ちょっとわかりにくいんですけれ
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ども、これ８月の通常議会のときのなんですけれども 26 分 50 秒のところ。26

分 50 秒のところに出てきますので。 

 

 大津市８月の通常議会の動画を投影。 

（災害位置情報等の電子黒板への移し替え、同期、メモ書きの様子など。） 

 

説（２） では次に、これは日立システムズさんというところなんですけれど

も、高浜市向けに提案書を書いてくださいとお願いして書いてあるのがこれで

ございます。お手持ちにあるんですけれども、しっかり見ていただければいい

と思いますけれども、事前に打ち合わせをして特につくってもらいました。全

部は読みませんけれども、議会システム導入の目的は議会関係資料の電子デー

タ化とタブレット端末の導入によって、議会運営の効率化をやっぱり目指しま

しょうよと。それから文書保存、管理のデータ化の向上。紙と印刷物並びに業

務負担の軽減が実現できるんじゃないかということを、これを発表していて思

いました。それと次にその黄色で書いてあるところに各議会運営上の問題点と

いうのが、大きくわけると議会運営上と、それから印刷等に対するコストの問

題があるんじゃないかと、それで問題としては、議会運営上の課題としては議

員とか関係者の通達、連絡業務が変わりますねと。逗子の例でいくと、やっぱ

り議員さん向けのポストがあったんだけれども、それをやめましたとなってい

ます。それから資料の保存とか管理、それから議会運営の長時間、それから複

雑化、これがちょっと該当するかはちょっとわかりませんが、そんなこともあ

るんじゃないかなと。それから紙の使用量が大きくなる。それから紙の使用量

が大きくなるというのは、私たちがもらえる資料が多いとかということだけじ

ゃなくて、その前段階の段取りにも紙が膨大な量が使われているはずなんで、

そういったものを節約できるという、じゃなかろうかということなんです。そ

れから印刷の量に関する量とコスト、それからあと保管スペース。民間企業で

すと１平米を節約すると、これがいくらの節約になるんだというそんなことを

提案されますけれども、そういったスペースというのをコストに置き換えると、

これを減らすということはコストの節約につながるかなと考えられます。それ
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の裏返しになりますけれども、それによって期待される効果というのはここに

書いてあるように、加除のところで議会報告の効率化だとか伝達が早くいきま

すよ、文書の保存とか管理が効率化できますよ、議会でも効率化できるじゃな

いでしょうか。それから市側にいくと担当が節約できる、印刷とかコストが節

約できる。それからスペースも節約できるというのがある。それでこれは議会

システムの概要ということになりますけれども、これは先ほどの大津に出てい

たやつと基本的に同じような考えになりますので割愛させていただきますけれ

ども、その辺に神谷直子委員がおったり、杉浦委員がいたりしていますけれど

も、発表者との画面と同期できるというところが一つのポイントとなるかなと

思います。あといろいろと、くしゃくしゃと書いていますけれども、またちょ

っとしっかり腰をすえて見ていただけたらなと思います。それでメリットとし

ては先ほどの繰り返しになりますので、改めて言いませんけれども、今所有し

ていない議員、市会資料も絡んで見られるようになってくるとか、過去の資料

も確実に見られるようになるために、簡単に関係できて利便性が高まったとい

うことになったのでとみています。あと紙の件ですけれども、ここでも出てき

ます。これは私が言ったんですけれども、新人の議員で今までもらった資料を

重ねると１メートル近くなるもんですから、それで１回コスト計算してみてよ

という話をしました。仮に 80 センチだったら、これ８掛けになるわけですけれ

ども全員のことを考えると、やっぱり 200 万円ぐらいのコスト削減が見込める

んじゃないのということなんです。実はさすがにメーカーの見込調査だとこう

いうことがありまして、印刷だとか資料事務に係る業務の工数が明らかに減り

ますよということを提案しています。これは一つの試算ですけれども、180 分

かかるのが 20 分になる。これはあくまで試算なんで、業者としてはそれなりの

根拠を持っているから、180 分が 200 分になったり 250 分になったりというこ

とはありません。間違いなく工数は減ります。それからもう一つはその保管ス

ペースが明らかに減る、１メートルの資料がこんなパソコンの端末１台に入っ

ちゃうんで、そんなのもう議論するまでもない、絶対ありえません。それで無

料でつくってもらったんで、ちょっと会社の概要だけ、ちょっとだけ僕が説明

します。この日立システムズという会社は、高浜市の基幹システムをこれから
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対応していきます。それから私が悩んだのは、高浜市が運営する基幹システム

とこれから今度議会側が運営する今、説明させてもらったようなものはやっぱ

り少しわかりやすくリンクなんかしといたほうがいいのかなと。そうすればメ

ンテの問題なんかも出てくるのかな、というのがあります。詳しくは説明しま

せんけれども、よく見ておいてくださいということなんですけれども、ここで

は２番目の特長２のところにパッケージシステムというのが、ＡＤＷＯＲＬＤ

というのがあるんですけれども、先ほどのものはある程度パッケージ化されて

いるんです。パッケージ化されているということは、必要なものだけをそこか

ら取ってきて、高浜議会向けのシステムということでまとめてやったほうが一

番早いのかなと、自らああしようこうしよう、あるいは行政側と打ち合わせる

と時間ばかりかかって、工数ばかりかかってしょうがないんで、こういったも

のをやっぱりやれば、非常に簡単にできるんじゃないかなと思います。それか

らあと３番目に豊富な導入実績というのがありまして、もちろんたくさんある

んです。愛知県というと、いろいろ書いています。それから気をきかせていた

だいたのが高浜と同規模の３万から５万人ぐらいの自治体が、こんなん入れて

いますよと。これは議会システムとかじゃなくて、自治体がいろいろやってい

るシステムでということなんで、議会とはちょっと違いますけれども、それだ

けの実績のある会社ということになります。あと総合窓口への対応、これは後

で見ておいてください。最後に田原の議会事務局から、皆さんのお手元の資料

の一番最後にありますけれども、各自治体の議会のＩＣＴ化、タブレット端末

等の活用状況調査結果一覧ですが、高浜にもアンケート調査の依頼があって、

これは議会事務局から返したら田原で全部まとめてくれてこちらに送ってくれ

ました。送ってくれたのがこの一覧表です。黄色で塗りつぶしたのが、僕が塗

りつぶしたんですけれども、これがいわゆるＩＣＴ化だとかタブレットだとか

そういうことの、キーワードの多い、キーワードのあるところを塗りつぶして

みました。だからちょっと乱暴ですけれども、その埋めた黄色の多い自治体が

そういった方面では、ちょっと進んでいるということかなと思います。27 番が

高浜市なんですけれども、黄色く埋まっているところが何もないですね。そう

いうことでございまして今、どうするのというところがあります。それでとこ
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ろどころ赤字で書いてあるところがありますけれども、赤字のところも私が重

要なキーワードじゃないかなと思って、私で編集して赤字にさせていただきま

した。それから最後になりますけれども、タブレットに向かってメモ書きがで

きるよっていうことで、これは実演します。逗子もそれから大津も使っている

タブレットは、ｉｐａｄというものを使っているんですけれども、私のあれは

メタ文字というソフトで、サーフェスというパソコンの中に入っているんです

けれども、こういった・・・。 

 

 ２番委員、スクリーン上で提示する形でメモ書きや自分の端末に記録する 

様子などを実演。 

 

説（２） ・・・デメリットがないんだ、ということを思います。ちょっと、

新人の議員の人はあとここから先がわからない、どうやったらいいのかわから

ないんですけれども、もしこれを例えばやるんだといったときに、ここから先

はどう進んでいくのとかいうやり方はわかりませんので、またその辺はよくわ

かっている方があればぜひとも御提案いただきたいと思いますけれども、私と

しましてはこんな便利なものがあるんだから使わない手はないよと。だからこ

れはぜひとも使おうという方向で、議員さん全員でちょっとお願いしたいです

ね、というのが結論でございます。もう一つ、もうちょっとその実際実務で使

っている、先ほど言いました日立システムズが出しているんですけれども、詳

しいもうちょっと突っ込んだ話というのは、質問についてはメーカーにやらせ

るのが一番いいんで、できましたらその次回のこの委員会のときにメーカーを

呼んできますので、彼らにもう１回きちんとしたプレゼンをさせたいと思いま

すので、その点も合わせて御理解いただけたらと思います。私のプレゼンとし

ては以上です。 

委員長 いろいろと調査をしていただいて、説明をしていただいたんですけれ

ども、結局じゃあどうしていくのというところがしっかり決まらない限りは、

今からの進め方というのも決まっていかないと思うんですよね。これはまず、

議会として取り組むべきこととしてテーマとして上げてきたという認識で私は
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いますけれども、その部分に関しては皆さん御異論はないでしょうか。進めて

いくという方向に関してはよろしいですかね。すいません、ちょっと電気をつ

けてもらって、ちょっと明るくしてもらっていいですか。それでもう一つの３

月定例会が、開会日が明後日に迫っている中で皆さん方この間、議案説明も受

けられて新たなその役所のシステムというものを来年の 29 年１月の新庁舎開

庁に合わせて進めていくよというのが、もう予算付けされていましたよね。御

存じのとおりだと思います。そういったところも含めて、我々議会がＩＣＴ化

に向けていくためにそのシステム的な部分、そのシステムというのは、要はプ

ログラムという部分ではなくてハード整備の部分、これも我々に１台ずつ端末

寄越しなさいよという話よりも、もっと以前の部分。例えばＷｉ－Ｆｉという、

わかりやすく言うと電波を取り込むためのそういうシステムみたいなものは、

これはハードとして庁舎全体でそれができるようにするとかいうことが必要に

なってくるんです。そうすると、早目にそれを新たな予算化が必要になるのか

もしれませんけれども、そういったものを要望していかなければいけないのか

なということを思っておりますんで、そういったところも頭に入れての議論に

していきたいと思います。 

意（議長） プレゼンでこう、メーカーさんが売り込んで来るというのはよく

わかるんですよ。ところがさっき大津市さんのところですか、逗子さんのとこ

ろですか出ていましたよね。要は高浜として今までこうなっているのが、こう

やって変わって何が良くなるからこうする意味があるというのが、高浜市の自

治体として市民の方の税を使うわけだから、そういうところの説明がちょっと

そこまで求めるわけじゃないですけれども、基本的にはやっぱりそういうスタ

イルでないと。だからそこのところ、要は企業の中なんかでいうと、投資する

というと、現状はこうで、これを入れるとこう変わるからメリットがあります

ということで経営者に認めていただくわけですけれども。そういう面でいうと

ペーパーレスだけで、初期投資がどれだけで、ランニングコストがどうなって

いると、そこまでやってこないとそれは判断すると言われたって、あったほう

がいいだけで進めるというわけにはいかないと思うんで、そういうところとい

うのはやっぱりきちっと詰めないと、やっぱり皆さんに認めていただける、言
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っている意味は御理解いただけると思うんですけれども。 

意（２） もちろんそうです。 

意（議長） 要は基本的に豊田生産方式というのは現地、現物、現認、確認な

んですよ。だから今現状がこうあって、それをこうするとこうやって変わって

結果的にこう変わりますと。それの検証がいつありますということがあって、

そういうことで初めてこう、投資する意味があるということを理解してもらっ

ているんで、ストーリーとしてはそのＰＤＣＡで回そうとすると、何か問題が

あると目的が最初に狙ったところにいっていないというと、どこかでやっぱり

変えていかないといけないし、そのベースがないところにすうっと入っていっ

てしまうとずるずるといってしまうんで、そこをまとめる必要があるんじゃな

いかなと。で、これはメーカーさんに話を聞いてもいいですけれども、つくる

のはやはりこちらなんですよ。そこのところを手を汚さないと、ちょっとやっ

ぱり同じ、伺っているとね、これ今当局側も話のところにもついてこないとい

けないし、それでやっぱり投資と気になるのは、やっぱりタブレットを使うと

いっても、根本的にメーカーさんが保守をやめるというと、そこで全部再投資

になるんですよね。タブレット用のこういうソフトを使っていると必ずバージ

ョンアップって出てくるんで、そのときにどう対応するかとか、そういうこと

も考えていかなくてはならないと思うんで、基本的に何かそういう先のことま

で考えてやっていかないと、入れたはいいが何年かすると全部入れ替えでね、

また再投資という話も当然出てきちゃうんで、そういう意味でやっぱりもうち

ょっと掘り下げないと、本当に入れる意味があるというのはね、あったほうが

便利だというのはわかります。だけど何がどう良くなる、というのが分かり難

いというか。 

意（２） じゃあそれについて。全くおっしゃるとおりでございます。当然そ

ういうことは考慮しておりまして、ちょっと今時点では基本的にこういうもの

があるもんですから、ぜひともね皆さん御理解くださいと。それではなからこ

んなん必要ないと言ったら、ここから先の構想は必要なくなっちゃうんで、こ

れはやっぱりいいことだよと、じゃあ少し進めてみようじゃないかと。それで

同意をもらえれば、僕は今そのようなものを作成する前提でおります。だから



 15 

今ちょっとまだそこまでは、やりたかったんだけれども、ちょっと同意をいた

だかないとやりにくいんで、という前提があります。それともう一つメーカー

のプレゼンということは、その辺はどうなるかわかんないよということはさん

ざん釘がさしてある話でして。ただ僕が説明する以上のことを当然、説明でき

るんで、それは説明する機会を設けさせていただきたいなと思っています。そ

れからもう一つ、いろいろ構想だなんだかするということには、今度は議会だ

けではなくてその行政側の構想もちょっといただいたうえで、そういったあれ

がどれぐらいかかっているのということで、ちょっとやらなければいけないん

で、そこのところは僕もちょっとやるから、皆さんもちょっと協力してよとい

うことは、ぜひとも議長さんから言っていただくと、お願いしていただくと、

そういったことをちょっと提案、まとめやすいかなと思うんでいかがでしょう

か。 

意（議長） もう１点気になるのは当局が、要はさっきも言われていましたけ

れどもこれ、ベースを今ＮＥＣじゃないですかね、日立って言われていました

けれども、今ＮＥＣが多分メインフレームのソフトをつくっていると思うんで

すよ。多分、日立さんがやっているのはこういうタブレット用系の、こういう

ところで売り込んでみえるんじゃないかなと思うんですけれども。それで本体

側ってこれ、高浜ってＮＥＣ使ってないですか。いやＮＥＣがやっているはず

なんですよ。だからそういうところの連携の仕方とかあって、議会だけじゃな

くって当局も一緒になって変えてこないと何も変わらないんで。ここだけで考

えちゃうとなかなか進みにくいんで、電子化すると言われたときに全庁的にや

っぱりやるというストーリーをつくっていかないと、ここだけのために、何か

こう島だけでサンプル示すのはいいかもしれないけれども、もとをつくってい

るところが変わらないと何もこう効果は出んというか、そう思えるんで。ちょ

っとその辺も当局側というかやっているところと今、中川さんのところがやっ

ているじゃないですか。ペーパーレスとか言っているけれども、何をやるつも

りなのかなと思って見ているんだけれども、その辺との連携も必要になるんじ

ゃないですかね。 

意（２） 今、中川さんとそれから岩月さんに入ってもらって、それでいろい
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ろ相談をしているというのは事実です。それから、これは日立に売り込みがあ

ったというわけじゃなくて、こちらが情報を掴まえて、こういったことをいろ

いろやっているということであって、こちらから打診してやったと。そしたら

ここでやっていたというのが、ちょっと順番が違ったんですけれども、ですか

ら議長さんがおっしゃることはそのとおりですので、ただ議長さん本当にお詳

しいんですね。お詳しいんでちょっとすみません、議長さんお仕事も大変で、

ちょっと仲間に入っていただいて相談にのっていただきながらちょっとお願い

したいと思うんですけれども。どうしてもその新人議員ですと限界点がちょっ

とありまして、ここから先になるとちょっと構成としてしにくいところがある

んですけれども、ちょっと何かしら。おっしゃることはよくわかりましたんで

何とかそういう形で。そのときは、僕はやるときは神谷的にはやるという前提

でそういったことをまとめて、あちこちにプレゼンを実施していきたいと思い

ますんで。 

委員長 ちょっと僕から、勘違いになっちゃうといけないんで私からお伝えし

ますけれども、一番初めにこの電子データ化に関してテーマで取り上げるとい

う話をしたときに、具体的にどこまでやるのかということの検討のために神谷

利盛議員にできる限り情報を集めていただきたいと、よくわかる方がやってい

ただいたほうが新鮮で、より内容の濃い情報が集まるだろうということでお願

いをしてやったものであり、そこのところは皆さん勘違いのないようにしてい

ただきたいと思います。それで結局今、利盛委員が説明してくれたことが、こ

れがいいんだよ、だから皆さんどうですかという話をしておるわけじゃないん

ですよ。そうじゃなくてこういう取り組みをやっているところがありますよ、

世の中こうなっているんですよということを今、一連で示してもらっただけで

あって、今から皆さん方に議会改革の取り組みとして、この電子データ化をど

うしていきましょうかということで、改めてここから問うものです。ですから

これを本当に完全に進めていこうという話になるんであれば当然、議会では到

底、議会でだけで動いてやれる話じゃありませんから、当局も含めて、当局に

まずプロジェクトか何かを立ち上げてもらってやるというような形にしていく

のかという方法もあるし、それからもう一つは今、当局側は基本的には、ほぼ
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いろんなものをデータで持っていると、それは資料が実際データでくれと言え

ば、出てくるものもたくさんあると思うんですよ。出せないものもあれば出せ

るものもある、という判断基準の中でやってみえると思いますけれども、そう

するとそういうものを個人的にデータとして自分はほしいんだと、そういうよ

うな考え方で例えば今ここで取るっていうものを、Ｗｉ－Ｆｉ環境があれば先

ほど言ったように取ってくることができるという形だけをつくってもらって個

人的な議員活動、議会活動にそれを利用していくという方法もあります。これ

は全員を巻き込む話じゃないんですよ。それも一つの案です。現実的には今、

例えば一般質問とかなんかでもメールで送っていただいて、原稿をメールで送

ったりだとか、例えばここの部分をちょっと教えてほしいだとか、向こうから

メールで送ってもらったりだとか、あるいはＵＳＢでやりとりしたりだとかい

うことはやっているわけじゃないですか。それを今、言っているのはそのメン

バーで取るということに変えるということだけでも全然、また便利な話になる

可能性があると思うんですね。ですから今から一番わかりやすくいうと、全部

でやっていくのか、個人レベルで使いやすさだけを追求するという形にするの

か、先ほど議長が言ったみたいに予算をかけて全部でやっていくということで

あれば、きちんとした着地点を持って、そこに向けてこういうスケジュールで

進んでいきますよ、そうするとこういうものがこう変わって、こういう効果が

出るんですということをしっかりと出さなければ、これは我々が声を出す限り

は、我々がその予算に対して説明責任があるわけですから。そういうようなこ

とに、結び付けていかなければいけないということです。だから真剣に取り組

むその着地点を、こういうところまで持っていこうよということを決定をいた

だけるんであれば、それを議長から当局側に、こういう動きに向けていきたい

と思うけれども当局側さんはどうでしょうかということを、一度打診をしてい

ただいて、向こうにもそういう気持ちがあるよということであれば、それに対

してどういうスケジュールでどうやっていくのというようなことを進めていっ

たらどうかなということを思うんですけれども。ということをわかっていただ

けますか。 

意（12） 言われることはよくわかるんですが、きょうペーパーレスを進める
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ためにもこういうものを文明の利器といいますか、利用していくというのはわ

かるんですが、何にしてもいい話というのか、利点を特に強調されて話をされ

ても、どちらかというとアナログ人間ですので、よく一遍、よくもう一度見直

して、読み直して、それからそういう方向に進めていっていただきたい。だか

ら個人差もあると思うんですね。やりだしたらこれは面白いやということもあ

るかもしれませんし、やっぱりそういう文明の利器に慣れない方もあるかもし

れませんし、だから何というか、慌てないというかゆっくりやっていっていた

だきたいというのが私の思いです。 

意（議長） 変な話かもしれないですけれども、逆に言うと今、利盛さんの話

を伺ってみて議会から、要は業務改善の手法というのをお示しするのも一つの

手なのかなと。申しわけないですけれども行政のやり方でやられているところ

を見てみると、ドゥ、アクションにしか見えないんですよ。要は現状があって

改善をするという話が、ストーリーが全然できてないですよね。そういうこと

を、やっぱりこういうものを使って議会でこういうことができるんだから、あ

なたたちプロなんだから同じレベルでできないとおかしいでしょ、という形の

投げかけもできるのかなと思うんですよ。そういう意味でいうと、多少時間が

かかるかもしれないですけれども、本当にこれを入れる意味を、こういうとこ

ろをきちんとまとめて改善事例という形でつくり上げて提案するんだとして、

これが要は先ほども言ったように税を使わせてもらっているんだから、これを

使って本当に意味があるんだということを訴えられるだけのものを、ちゃんと

まとめていかないと、ただあったほうがいい、やったほうがいいという世界じ

ゃなくて、そういうことをきちっとやっぱり市民の皆さんにお示しする必要が

あるし、そういう活動のきっかけという部分で、当局がやられている仕事の中

でもそういうことをやっていただきたいとずっと見ているんで。そういう話に

繋げられないかなという気がするんです。 

意（２） そこまで言っていただきましたので、ぜひともそういう形で提案し

たいなと思います。ちょっとまだタイムスケジュールが今ありませんけれども、

なんか出してこんなスケジュールで御提案したいと。当然そうしないと難しい

と思いますので、それは十分承知しております。 
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委員長 ほかに御意見ございますか。 

 

 意 見 な し 

 

委員長 それでは今後の部分でいうと、これで今回の予算で３月定例会におけ

る当初予算の中でシステムの変更というか、来年の新庁舎開庁に向けての部分

に取り組んでいくような予算が出ておりますので一度、大変申しわけないです

が議長から当局側に今後の展開というかただ今、たまたまですけれども利盛委

員が説明してくれたようなことが完成形とは言いませんが、議会が実はこうい

う議論をしているんだよということを言っていただいて、こういう方向に向け

るためのハード整備だとか、それからシステム的な整備だとかということは頭

の中に入れてやっているのかどうかということも含めて、聞いていただけない

かなと。もしやっているんであったら、そのプロジェクトの中でどういうもの

を議会に、例えば求めてくることがあるのかということまで聞いていただかな

いと、我々はここでどういう議論をすればいいのかとか決まらないものですか

ら、それをぜひお願いしたいなと。例えばわかりやすくいうと、個々で端末を

全部持ってやっていくという議会になるのか、あるいはこの資料がといったと

きに電子黒板だけ使えるようなイメージを当局側がもしかしたら思っているか

もしれないし、その辺のところというのはいろいろだと思うんですよね。今よ

りもこうしよう、ああしようという思いは多分あると思いますから、だからそ

ういうところで我々がどこまで踏み込んで議論していくのかというのは、そこ

がやっぱりスタートラインになるのかなという気がしますから、ぜひそれをち

ょっと議長さんから問い合わせという形でまずしていただけないかなと、その

報告をいただいて、それについてまた議論をしていきたいと思います。ただ先

ほど内藤委員の話もありましたけれども、極端な言い方ですけれどもやっぱり

機械を使うわけですよね。機械を使うということはその機械を使う能力が議員

の能力の差になってはいけないと思うんです。ですから、そうすると何が起こ

るかというと、もう例えば 20 年ぐらい前にパソコンを例えば会社で導入した姿

を見るとパソコンでも打ち込むけれども、でも紙もやっているという二重の仕
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事を、例えばうちの会社やなんかは二重の仕事をやっていたんですよ。そうい

う不安感がやっぱりあるんですよね。これ電気落ちちゃったらどうなるんだろ

う、これはみたいな部分があったりする。今はそんなことないですけれども、

だけどそういうものというものは、やっぱり付きまとうわけですよ。想定して

みてください。議会の会議場で自分のだけがフリーズしちゃった、これが止ま

っちゃったと。議員さん１人でどうしようという話になったときに例えば、手

を挙げて誰か来てもらって直してもらうということが、じゃあその間休憩動議

だとかね、ということだって可能性としては起こり得ることだと思うんですよ。

同じ条件で議論できなくなっちゃいます。それ１台だけもしとまっちゃうこと

があるんだったら。だからいろんなそのやっぱり何というのかな、利点ばかり

じゃない。通常じゃ考えられない欠点も出てくる可能性がありますので、便利

さと裏腹な部分はあるもんですから、ぜひそういうところも含めて、一度当局

側との橋渡しをまずやっていただいて、そこから態度、こちらでじゃあＩＴ電

子データ化というものの何をここで議論するのかというところを絞り込んでい

きたいと思いますけれども、そのような形でよろしいですかね。 

 

 意 見 な し 

 

委員長 よろしいですか。それではまた利盛委員には新たなまた要望とかあり

ましたら、また御紹介いただくようによろしくお願いいたします。 

 

 ２番委員より了解の旨の発言あり。 

 

委員長 また、ほかの委員の皆様にも重ねてお願いをしておきますので次回、

あるいは次々回に議長さんからの報告もいただきながら、またテーマとして取

り上げていきたいと思います。この件については、ほかによろしいでしょうか。 

 

 意 見 な し 
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委員長 次に、代表質問制導入について、を議題としたいと思います。本日少

し前、３年ほど前の資料になりますけれども、本会議における代表質問、一般

質問の議案質疑ということを西三河市議会事務局長会議の中でテーマとして取

り上げたときのものがあります。それを前にお配りしてあると思いますけれど

も、この中でちょっとすみません。高浜市議会が当時のものになっております

ので、今の高浜市議会は質問席があります。これは質問席がない時代のものが

そのまま書いてありますので、そこだけはちょっと手直しをしていただきたい

んですけれども３ページ目ですね。高浜市というものがありますが、ほかも登

壇制のところ、質問を自席とかありますけれどもこれを今、質問席ですのでこ

こだけちょっと修正をしておいていただきたいと思います。それで資料ですけ

れどもこれは西三河市議会事務局長会議ですから、要は９つの市、高浜市も含

めて９つの市のことが書いてあります。この中で代表質問制を採用していると

ころというのは岡崎市、それから安城市、それから西尾市、それからみよし市、

それから豊田市というところであります。それぞれどのような形でやっている

かということが書いてありますけれども、例えば１ページ目、順番にいきます

けれども、岡崎市さんによりましては３月定例会において代表質問を行ってい

る。予算、議案を含む全議案を対象としてやられるということが書いてありま

す。それから２ページ目には安城市さんですけれども、安城市さんも３月定例

会において市長の施政方針演説に関しまして、施政方針や当初予算についての

内容を含んだ代表質問をやっているということが書かれております。西尾市さ

んでは代表質問というのは、この時間制のところが少し見ていただきますと、

ちょっと特徴的に 50 分プラス５分掛ける人数。要は会派の人数という形での時

間配分、国会みたいな感じですよね。そういうようなことが書いてあります。

３月定例会に開催をするという、代表質問を行うということで書いてあります。

それから３ページ目でいいますと、みよし市さんが３月議会と９月議会の２回

行っておるということで施政方針、教育行政方針に限らず市長の所信を問う内

容となっているということで行っております。豊田市さんは３月定例会におい

てやはり施政方針、教育長の教育行政方針に関する質問を、それぞれ区切って
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行っているということで書かれております。豊田市だったかな、安城市だった

かな・・・。 

 

 不 規 則 発 言 あ り。 

 

委員長 安城市さんなんかは施政方針演説というのは定例会初日にやるんです

けれども、施政方針に関しては１週間前に各議員に配られてその施政方針に対

して予算や議案も含めた形での代表質問というものをやっておるということで

す。これからの他市の例として出して、近隣市のみですけれども出させていた

だきました。高浜市もどこもそうなんですけれども、一般質問は通告制なんで

すよね、通告制ですので当然代表質問も通告制をとってやっていくわけですけ

れども、例えば施政方針あるいは教育行政方針、そういったものというものは

初日に。うちは前の日でしたかね、前日ぐらいに配られていた、当日の朝開会

前ぐらいにボックスに入っているのが高浜市のやり方ですね。 

 

 １２番議員の「議場で。」との不規則発言あり。 

 

委員長 議場もありますがボックスに入っていることもあったでしょう。 

 

 １２番議員の「議場で・・・。」との不規則発言あり。 

 

委員長 ボックスに入っていることはなかったですかね。どちらにしても初日

ですよね。初日、要は施政方針演説の書かれた紙、教育行政方針の書かれた紙

と日程的には一緒なんですよね。ですからそれに対しての質問というのは、基

本的にはできないわけです。だから３月定例会においていうんであれば。ある

いは市長の当選後初めての定例会における所信表明だとかいうようなものに関

しても当然、通告できないですよね。だからその通告の締め切りだとかああい

ったものも考え直さなければならないですけれども、議会として一つのメリッ

トとしては、例えば施政方針を事前にいただいて、それをいただいた後に通告
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の締め切りと。代表質問に関しては通告の締め切りということがもちろん通れ

ば、施政方針に関しての一般質問とその会派代表としての質問ができるという

ことにつながってくる。具体的な例として考えられることを今、言っているわ

けですけれども、そればっかりじゃないですけれども、そういう意味も含めて

御検討いただけたらということでもう１回、他市の例を出させていただきまし

た。 

意（12） 代表質問というお話ですが、高浜市の場合は 16 人の定数が議員数で

すし、今の施政方針演説に対する質疑でもどうしても気になるということがあ

れば、最初からそういう問題について何といいますか質問を用意しておいても

できますし、それから代表質問としてやらなくても１人とにかく 70 分という時

間は質問できるわけですから、向こうが言って返ってですけれども、代表質問

という制度はとりたてて必要ないと思うんですがいかがでしょう。 

委員長 ほかに。 

意（16） やはりこの資料を見させていただきますと多分、これ議員数がかな

りの数、そして会派も３人から５、６人の規模の市が多いんじゃないかなと感

じます。やっぱり代表質問となりますと、一つのテーマで何会派も繰り返しや

りますので、同じような答弁が続くかなという懸念もありますし、ある程度議

員がやりたいものが制限されてしまうというデメリットもありますし、高浜市

の場合はやはり 16 人という小規模で、会派も 10 人という規模の大きい会派と

それに比べてあとは１人という４つの会派、それからうちは２人ですので代表

制を取り入れる必要性みたいなものはあんまり感じておりませんので、現状の

ままでいいんじゃないかなと思います。 

委員長 ほかに。 

意（４） そういう意見もあるとは思うんですけれども、ただ先ほど言ってい

た高浜市の場合ですと、施政方針演説というのは初日でしかわからないとなっ

てくると、例えば一番重要なところで市長に対しての質問が通告制であるとい

うことであれば、一般質問で先ほどはやられると言っていたということは、あ

くまで予想でそういうことが出てくるという質問に多分なるかと思うんですよ

ね。ですので、現状で行くとその教育長及び市長でのその方針演説に対して一
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番重要なところのポイントを聞きたいということであれば、この代表質問制と

いうことに対しての重要性というのは出てくるかと思うんですけれども。そう

いうメリットもあるかと思うんです。それと現状ですと今、市政クラブですと

１人 70 分という時間の関係でちょっと、うちのクラブでは役割分担のような形

で質問をさせてもらっているというところなんです。それで、それに比べると

代表者が質問していくということでいけば、効率が良くなるという面もあるん

ではないかとは考えているんです。ただ、会派といいますか非常に人数の少な

いという面の会派もありますので、会派というかそういう方もみえるんで、そ

このところはいろいろ考慮すべき点はあるのかなとは思っているんですけれど

も、質問が重なってきている点もやはり今の一般質問において、質問が重なっ

てきていると最初にくじで引かれた方の質問に対して、次の方は先ほどの、例

えば７番議員さんの質問に対して答えたとおりだというような感じで、端折ら

れるといいますか、そういうようなこともあるかと思いますので、代表質問で

あればそれが止まるというメリットもあるのではないかなと思いますけれども。 

委員長 ほかに。 

意（12） 代表質問だから質問ができるって言われましたが、同じ質問でも何

というか目線が違うというか、立場が違うというか、そういう問題では違う質

問ができるわけですし、それから高浜だと 16 人全員といいますか、みんな一般

質問できる条件は同じですので、そういう面ではどうしてもそのこういう問題、

今期はこういう問題について非常に問題を感じているということがあれば、そ

の問題で市政クラブの中でもその問題を取り上げたいといってやればやれるは

ずですので、それは１人会派でも何人かの会派でも同じですので、とりたてて

代表質問という形をとらなくてもやれることだと思っているんですね。施政方

針については、市長は大体全ての面で施政方針を出されるわけですから、どう

してもこの点で気になるということは、その問題で質問をすればいいというわ

けですから、代表質問については高浜の場合は馴染まないというか、必要はな

いと思いますが。 

委員長 ほかに。 

 



 25 

 意 見 な し 

 

委員長 ここは議会改革特別委員会という席ですので、ここで総意が得られれ

ばそういう、例えば導入という形にしていくよう議会運営委員会に諮っていき

たいという形で、もちろんここから持ち上げていくための委員会という認識を

しておりますので、総意が得られないということであればこれは何回開いて、

何回テーマで上げても同じですので、これに関しましてはまた出された会派、

それからまた反対意見を言われた方も含めて、また議員として調査研究をして

いただいて、こういうものなら議会として有効な手段として使えるんではない

かということであればまたテーマとして上げていただくと、そのような形でよ

ろしいでしょうか。 

 

 「異議なし。」との発言あり。 

 

委員長 それでは、そういった形にさせていただきます。 

 

 

（３）その他 

委員長 実は前回、大規模災害が発生したときの議会の対応をテーマとして取

り上げたというお話がありました。これはＢＣＰも含めてですけれども、その

ときに議長さんから碧南市さんとかなんかの例も我々に配布いただいておりま

す。それで少しこれをテーマに上げるというのはあれなんですけれども、実は

議論はしていけばいいとは思うんですよ。ただＢＣＰ、要は業務継続計画とい

うような意味合いでいくと、ハードの部分というのはきちんと押さえておかな

きゃいけない話かなという気がするんですね。これは今、委員長として話をし

ていますけれども、ということは来年の１月に新庁舎ができて、新しい議会の

場というのがそこのフロアに設けられるわけですね。そうすると今と、ここと

は全然違うわけですよ。それで極端な言い方をすると、例えばこの議会中に大

規模災害が起きたときにどうするんだとかいうようなことなんかは、こことは
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違うシミュレーションで話さなきゃいけないということが想定されます。です

から例えば災害が起きた後に議会が何をすべきか、とか、復興復旧に向けて議

会が何をすべきか、ということはどこでも議論はできるかと思うんですけれど

も、実際極論ですけれども例えば、議員のうちの３分の１の方が例えばお亡く

なりになっちゃったとか、あるいは議員活動、議会活動ができないような被災

状況になってしまっているだとか、というようなときにどうするのというよう

なこと。そういう具体的な部分も含めて、非常に重要なテーマになると思いま

す。ですから、できればその平成 29 年１月に来年ですけれどもその、そこから

も我々２年の任期がありますから、新しい議場あるいは会議室、議員の居場所

としての３階フロア、29 年からできるとか、そこでの議会というのを含めた議

論ができるほうがいいんではないかという気がするんですけれども。これは単

なる投げかけですけれども、これに対してどうでしょう皆さん、どのようにお

考えになるでしょうか。 

意（２） おっしゃるとおりだと思います。要は想定できる考え方は先ほど、

３分の１の方が亡くなっちゃったということになれば、議会はやっている最中

での仕事をどうするの。書き上げたらきりがないと思いますけれども、具体的

にどんどん考えられる限り、だったらやっぱり書き出しておいた上で、それを

あと相手ごとにまとめて、それでどうするのということを、ちょっと時間がか

かる話ですけれども、やっぱりやるんだったら大々的に、あるいは概念的なこ

とやるというよりも具体的なことをまとめた上で議論になったほうが、表現が

しやすいんじゃないかなと思います。１年というと、あまり時間がないような

あるようなあれなんですけれども、本当に今委員長がおっしゃったようなこと

を、本当にいっぱい出していけば、もうちょっとその具体的な議論になるんじ

ゃないかなというニュアンスです。 

委員長 それでこの３月定例会が終わって、次がどこで委員会をやるかという

ことになるんですけれども、５月 18 日に臨時会で議会人事が変わりますよね。

そうすると、この議会改革特別委員会は今委員会もそうですけれども、各会派

が必ず所属するようにしましょうという形で、こういうメンバー構成になって

いると思うんですよね、人数的な部分も含めて。だから会構成が変わる可能性
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がありますけれども少し時間を、この今言った大規模災害が起きたときの議会

のやるべきことみたいなものに関しましては、少し時間を置いて時期の部分に

対してでも当然、これはテーマとして上げていくべきだと思いますので、各会

派で本当に災害が起こったことを想定して、その後の復旧復興というよりも

我々が例えば被災しちゃったらどうするんだとか、例えばこの委員長が死んじ

ゃったらどうするんだとかいうようなね、本当に具体的な部分まで出してこう

いうことってやっぱり考えたほうがいいよねという、そういうものを一度出し

合ったほうがいいかなと。先ほど利盛委員も言われましたけれども、これはも

うなんというか、恰好をつけている話じゃないですよね。我々が率先して復興

復旧に頑張らなきゃいけないなんていう前の問題なんですよ。我々が身にかか

ることというのは想定できないわけですから。ですから少しこれ時間をかけて、

それぞれの会派で考えていただけないかなと。それでまた業務継続計画という

ＢＣＰみたいなものは、碧南さんの例を皆さん方にお渡ししてありますので、

それを参考にあれですけれども、その前段階の部分、こういうところに不安を

持つべきじゃないかと、課題として考えるべきじゃないか、ということを一度

味わっていただきたい、それを思います。 

意（16） 碧南さんの場合は確かこれ、市の職員が全部つくり上げていただい

たということで、議会として議論とかそういうことほとんどしないままできあ

がってしまったような経緯があるみたいなものですから、やっぱり議会として

ある程度議論しながら、腹に落としていきながら進めていったほうが実効性も

伴っていくかなと感じますので、そこら辺は高浜方式でやっていただけたらあ

りがたいかなと思っております。 

委員長 はい、今そういう御意見がありましたので、もちろん言われるように

議会のやることですから、議会主導でやらなければ実効性に結びつかないとい

うことは理解するところですけれども、ぜひともその災害が起きた想定の中で、

まず一番初めにしなきゃいけないこと、こういう場合はどうする、こういう場

合はどうするという、そういうシミュレーションをいろいろと考えていただい

た中で、これはきちんと申し合わせておいたほうがいいなと、計画の中に入れ

たほうがいいなと思うことを、その中からチョイスして入れていくという組み
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立て方ということを提案させていただくつもりでいますので今、小野田委員が

言われたことにそのまま結びつくのかなというような気がします。ぜひそうい

う形を取りたいと思いますので、少しこれに関しては時間を取らせていただい

て、各会派で一度考えていただきたい。ついてはその何というんですかね、議

会改革特別委員会の構成メンバーが変わっている場面も想定できますけれども、

それでも各会派が入っていただくメンバー構成にしていただいて、続けて議論

していただきたいということを思いますので、よろしくお願いします。そのよ

うな形でよろしいですかね。 

 

 意 見 な し 

 

委員長 またこれも、局長も岩沼さんだとかなんかのことがきてもお持ちなん

で、それも聞いておりますので、そういったものも皆さん方に見ていただくよ

うに、配布をしていただくようにしたいと思いますので、よろしいですかね。 

 

 局 長 同 意 

 

はい、それではまたそういうものを参考にしながら、ぜひ進めていただきたい

と思います。よろしくお願いします。それではほかに何かございますか。 

 

 意 見 な し 

 

委員長 よろしいですか。それでは、次の議会改革特別委員会の開催日ですけ

れども、また皆様方には追っての連絡とさせていただきますので御了承いただ

きたいと思います。その他ほかに御意見なければ。 

 

 意 見 な し 

 

委員長 じゃあ以上をもって、議会改革特別委員会を終了いたします。 
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委員長挨拶 

 

終了 午前 11 時 15 分 

 

 

          議会改革特別委員会 委員長 

 

 

 

          議会改革特別委員会 副委員長 


